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業務名

業務箇所

粟津港（松茂地区）

板野郡松茂町豊久

図面番号

倉庫

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8

P P P P P P P P

P ：電位測定装置　計8個取付済

凡例

：陽極（横付け）

：陽極（縦付け）計76組取付済

アルミニウム合金陽極（横付け）
（3.0A-50年用）

Ｒ6徳土　粟津港（松茂地区）

　松・豊久　岸壁維持業務

徳島県東部県土整備局（徳島）

実施計画図面

：ペトロラタム被覆防食（62本）+モルタル被覆撤去(61本）

モルタル被覆撤去済み+ペトロラタム材料購入済
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鋼管杭周囲掘削　D.L.-1.500

鋼管杭周囲掘削　D.L.-1.000

鋼管杭周囲掘削　D.L.+0.500



図面番号図示

平面図 （2 ）

/

業  務  名

路線名等

業務箇所

図  面  名

縮 　 　 尺

会 社  名

事業者名 徳島県 県土整備部東部県土 整備局（徳島）

平面図（2）　S=1:1000

移転して使用

移転して使用

カーテン長3ｍ　延長60ｍ
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掘削土砂仮置き場所
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日鉄鋼管フャインチューブ㈱

大阪 特殊 鋼管徳 島工場

粟津港（松茂地区）

板野郡松茂町豊久

Ｒ6徳土　粟津港（松茂地区）

　松・豊久　岸壁維持業務
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工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

標準断面図

徳島県東部県土整備局（徳島）

1:50

D.L.+3.500

D.L.-1.000

D.L.+0.500

1:1.5

D.L.-2.000

※計画断面は、粟津港港湾台帳を参照とする。

※既設モルタル被覆撤去及び防食工の施工は床掘ラインまで

【注記】

計画断面

鋼管杭φ700

D.L.+3.300

D.L.+0.600

1:2.0

床掘ライン

1:2
.0

※上部工下端からD.L.-1.0mに露出する鋼管杭の表面を
被覆防食工の範囲とする。ただし、海側から3列目、4列目

岸壁法線

　床掘を行った後とする。

D.L.-0.500

アルミニウム合金陽極
3.0A-50年型  
N=1箇所（横付け）

は上部工下端から現地盤までを被覆防食工の範囲とする。

D.L.-0.500

FH=
GH=

NO.5付近

標準断面図
S=1:50

係船柱
25t曲柱

車止め

被覆防食工　　　　
（ペトロラタム被覆）

▽ L.W.L D.L.±0.000

▽ H.W.L D.L.+1.800

▽H.H.W.L D.L.+3.600

被覆防食工　　　　
（ペトロラタム被覆）

被覆防食工　　　　
（ペトロラタム被覆）

エプロン

1.50%

被覆防食工　　　　
（ペトロラタム被覆）

V型 防舷材

排水設備
（グレーチング）

既設被覆防食工撤去
（モルタル被覆）

既設被覆防食工撤去
（モルタル被覆）

既設被覆防食工撤去
（モルタル被覆）

既設被覆防食工撤去
（モルタル被覆）

（既設モルタル被覆下端）

D.L.-1.500

（既設モルタル被覆下端）

D.L.-10.000

DL=-7.500計画水深

DL=-6.000

被覆捨石

砂
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実施計画図面

粟津港（松茂地区）

板野郡松茂町豊久

Ｒ6徳土　粟津港（松茂地区）

　松・豊久　岸壁維持業務
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①被覆防食又は電気防食設置の下端から50cmサンドポンプで浚渫すること。

ただし、被覆石が露出した場合、浚渫はそこまでとする。

③出来高は、陸揚げした土砂量で精算する。

②掘削幅は、被覆防食及び電気防食を作業幅として50cmとする。
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